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研究成果の概要（和文）：疫学的パーソナリティ研究の視点からの研究デザインに基づき，パーソナリティ特性
から問題があると考えられる結果変数を予測可能であるかどうかを実証するための研究を行った。小学校4年生
から6年生および中学生の生徒を対象に、自己評定および教師評定、保護者評定による質問紙調査を行い，本人
評定のパーソナリティ、抑うつ、攻撃性、自傷行為、非行行為、保護者評定のSDQによって測定される問題行動
と養育態度、教師評定における対人関係、学業、情緒、身体的健康、反社会的行動等の学校適応・不適応を調べ
た。その結果、パーソナリティ特性によるさまざまな結果変数の予測可能性が示され、特に統制性の説明力の高
さが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The high rate of the maladaptive behavior among elementary and junior high 
school students is consistently pointed out in several studies in Japan. 
So, we examined the effects of by five factor personality scales on maladaptive behavior in a 
children. Recently, it has become evident based by the results of a meta-analysis that personality 
variables predict the many maladaptive outcomes through life.Therefore, it would be expected that 
personality variable  predict the outcome variables in this study.To examine the effects of 
personality on maladaptive behavior, we conducted a hierarchical multiple regression analysis. 
Result suggested that personality traits predict maladaptive behavior among Japanese Children.More 
detailed studies are needed, but it would be possible to predict the high-risk students by 
personality. 

研究分野： 教育心理学
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１．研究開始当初の背景 

 近年，継時的に安定していることが知られ
ているパーソナリティ特性変数から，問題が
あると考えられる社会的な結果変数である
自殺や自傷行為，不登校やひきこもり，精神
疾患・犯罪や暴力を予測・説明し，問題への
早期介入や心理的健康の増進等の可能性を
検討する研究が国際的に盛んとなりつつあ
る(e.g. Krueger, Caspi, & Moffitt, 2000)。例
えば、Caspi (2000)は，3 歳時点における気
質は，15 年後のパーソナリティと整合的であ
り，18 年後の抑うつや不安などの精神病理的
な症状もよく説明できることを示しており，
Poropat (2009)はメタ分析を行い，Big Five 

モデルのうち，勤勉性の高さが IQ と同程度
に学力を予測し，誠実性と経験への開放性の
高さも有意な効果量をもつことを報告して
いる。Shiner, Masten, & Roberts (2003)は，
10 歳時点のパーソナリティ特性は，認知能
力(IQ)を統制してもなお，20 年後の学業達
成・職業能力・反社会的行動・恋愛関係・友
人関係とそれぞれ|.20|程度の関連性をもつ
ことを示している。 

このように，諸外国においてはコホート研
究として有名なニュージーランドの
Dunedin 研究やイギリスの Household 縦断
研究などを通して既に多くの研究報告が存
在し，その有用性が認められているが，わが
国においてはこのような研究はほとんど見
られないのが現状である。本邦においてもこ
のような取り組みが求められる。 

 

２．研究の目的 

 そこで、本研究においては，問題があると
考えられる結果変数である抑うつ・攻撃性・
学校不適応・自傷行為・非行行為をパーソナ
リティ特性から予測する可能性を実証する
ための調査研究を行う。先行研究においては
幼少時のパーソナリティ特性が長期にわた
ってさまざまな結果変数を予測することが
明らかとなっているため，本研究においては
小中学生を対象とした調査を行う。 

Krueger et al. (2000) によると，パーソナ
リティ特性研究に導入されるべき疫学的な
視点は 2 点あり，1 点はサンプリングの視点
である。代表性があり，かつ比較的大きなサ
ンプルを用いて，社会的に問題があると思わ
れる結果変数とパーソナリティ特性との間
の関連性について検討し，より正確な推定が
行われる可能性を高めることが望ましい。2

点目は，予防・増進に関する視点であり，パ
ーソナリティと関連する結果変数を未然に
予防したり，良い方向へ増進させたりするた
めに活用することが期待される。本研究にお
いてはこれらの疫学的パーソナリティ研究
の観点に基づき，小中学生を対象とした質問
紙調査を行う。調査にあたっては比較的大規
模なサンプルにおいて複数の評定者による
多角的な観点からの測定を行う。 

 

３．研究の方法 

疫学的パーソナリティ研究の視点からの
研究デザインに基づき，問題があると考えら
れる結果変数である抑うつ・攻撃性・学校不
適応・自傷行為・非行行為をパーソナリティ
特性から予測する可能性を実証するための
質問紙調査研究を行った。具体的には，調査
協力者であるX市の全公立小学校 4年生から
6 年生および中学生の生徒 4688 名を対象に、
自己評定および教師評定、保護者評定による
質問紙調査を行った。自己評定としてはパー
ソナリティ、抑うつ、攻撃性、自傷行為、非
行行為、保護者評定としては SDQ によって
測定される問題行動と養育態度、教師評定に
おいては対人関係、学業、情緒、身体的健康、
反社会的行動等の学校適応・不適応を調査し
た。 

 

４．研究成果 

第 1 の研究成果として、パーソナリティ特
性による問題行動や適応・不適応行動の予測
に関する研究の現状および問題点について、
国内外の文献を収集し、レビューが行われた。
5 因子特性以外にも幅広くパーソナリティの
概念について扱った。このうち、過去 1 年間
の国内のパーソナリティ研究の動向につい
ては教育心理学年報の人格部門に採録され
た。 

第 2 の研究成果として、小中学生を対象と
した，5 因子モデルに基づいた性格特性を測
定するための心理尺度の信頼性と妥当性，お
よび性差と発達的変化を加味した標準得点
について検討を行った。児童生徒にも簡便に
使用されることを念頭におき、小学生用 5 因
子性格検査（FFPC)（曽我，1999）より選定
した 25 項目を用いた本人評定によるデータ
を対象として分析を行った。因子分析を行っ
た結果、想定どおりの 5 因子構造を見出すこ
とができ、各因子の信頼性も十分であった。
また、性差と発達的変化についても検討した
ところ、小学生から中学生にかけては誠実性
や同調性の低下等、どちらかといえば社会的
に望ましくない方向に変化が見られること
が示唆された。これらの結果は日本パーソナ
リティ心理学会およびアメリカ国際心理学
会において発表された。 

第 3 の研究成果として、小中学生を対象と
した本人評定による質問紙調査データの分
析の結果、パーソナリティ特性による抑うつ
や攻撃性といったメンタルヘルス，自傷行為
や非行行為などの問題行動の予測可能性を
検討した。先述の 5 因子パーソナリティ特性
尺度得点と抑うつの指標として DSRS-C，攻
撃性の指標としての HAQ-C との関連を相関
分析と重回帰分析によって検討した結果、5

因子パーソナリティ特性から精神的健康度
の予測・説明が可能であった。また、これは
階層的重回帰分析によって学年や性別を統
制してもなお十分な説明力を有しているこ
とが明らかとなった。 



第 4 の研究成果として、小中学生を対象と
した本人評定と教師評定および保護者評定
調査データを分析し、パーソナリティ特性に
よって保護者の観点から見た不適応状態や、
教師の視点から得られた学校適応状態が予
測可能性であるかどうかについて検討した。
先述の 5 因子パーソナリティ特性尺度得点と、
保護者の観点からの測定される不適応行動
として Strengths and Difficulties Questionnaire

（SDQ）日本語版（Matsuishi et al,2008）との
関連を検討したところ、5 因子パーソナリテ
ィ特性の統制性と協調性と向社会的行動や
問題行動、多動・不注意との関連性が示され
た。また、階層的重回帰分析の結果、学年や
性別を統制してもなお十分な説明力を有し
ていることが明らかとなった。さらに、教師
からの視点としては、教師評定による中学生
用学校適応尺度（Teacher’s Rating school 

adaptation scale for junior high school students: 

TSAS-J）（大西他，2012）およびその小学生
版に当たる TSSA-EA(大西, 2013)を用いて測
定を行った。その結果、保護者評定と同様に
5 因子パーソナリティ特性の統制性と協調性
と反社会的行動や学業、心身の問題との関連
性が示された。また、階層的重回帰分析の結
果、学年や性別を統制してもなお十分な説明
力を有していることが明らかとなった。ただ
し、教師評定と保護者評定の場合は、本人評
定による抑うつや攻撃性よりは説明率が低
いという結果が得られた。諸外国の研究にお
いては、統制性（Concsientiousness，勤勉性，
誠実性）と呼ばれるパーソナリティ特性が特
に将来の適応・不適応を予測する力が高いこ
とが複数の論文において報告されているが、
本研究においても同様の結果が示された。こ
の結果は感情心理学会およびパーソナリテ
ィ心理学会にて発表された。 
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